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Abstract Habitat, adult behaviour and morphological variation of Neope niphonica Butler 
from Mt. Sambe, Shimane Prefecture, Western Honshu, Japan, were reported. The race from 
Mt. Sambe has prominent characteristics in forewing length of the summer form and coloura- 
tion of wing underside in both seasonal forms. 
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は じ め に 


中 国 地方 の "キマ ダラ ヒ カ ゲ ” の 中 に ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ Neobe niphonica Butler が 含ま れ て いる こ 
と を は じ め て 指摘 し た の は 松野 (1972) で あり , この 報 文 で は 山口 県 錦町 か ら 島 根 県 六 日 市 町 に か け て 
採集 され た 春 型 2 2 1 その 記録 と 1 〆 1 その 標本 写真 が 示さ れ て いる . TOK, 中 国 地方 に お ける 本 種 
の 調査 は 進展 し , 県 単位 で 本 種 と サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 採集 記録 を まとめ た 織田 (1984) の よう な 報 文 
も 発表 さき れる よう に な っ た . この 報 文 で は 岡山 県 下 に お ける 両 種 の 採集 記録 が , 標高 と と も に か な り 詳 
細 に 報告 され て いる . 

中 国 地方 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ の 地理 的 変異 に つい て , すでに 筆者 の 一 人 高橋 は 主として 共著 者 淀江 
の 採集 に よる 島根 , 広島 , 鳥取 県 産 の 標本 に 基づき , 中 国 山 地 の ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ か 形態 ・ 斑 紋 上 か 
な り 顕 著 な 特徴 を 示す こと を 指摘 し た (高橋 , 190a の . し か し これ ら の 報 文 で は , 中 国 地方 各地 の も ゃ 
の が 同一 の 個体 群 と し て 扱わ れ て いて , それ ぞ れ の 差異 に つい て は 未 検 討 で あり , また 扱わ れ た 春 型 個 
体 が 少な く , 統計 的 な 数 値 を 示す た め に は 材料 が や や 不足 し て いる . 

その 後 , 筆者 ら は 新しく 得 ら れ た 材料 と 生態 的 知見 を 加え ぇ , 島根 県 大 田 市 三瓶 山 個 体 群 を 中 心 に , 中 
国 地方 に お ける ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 地理 的 変異 に 関す る 問題 を と り 上 げ , その 変異 の 位置 づけ に つい 
て 著 干 の 考察 を 行い た いと 思う . な お , 千 に つい て は 春 型 , 夏 型 と も に まだ 材料 が 不足 し て いる の で , 
の を 中 心 に 論議 を 行う こと に する . 

この 報告 に 当たり , 本 研究 の 一 部 が 「 特 定 地域 野生 生物 緊急 調査 」( 島 根 県 ) の 基金 援助 を うけ た こ 
と を 付記 する . な お , 高橋 に 対し て 貴重 な 材料 を 提供 され た 竹内 売 氏 に 厚く お 礼 を 申し 上 げ る . 


I. 成虫 の 生態 


1. 生息 地 
三瓶 外輪 山 に 含ま れる 太平 山 一 帯 ( 標 高 890-950 m) は 本 種 の 生息 地 と な っ て お り , カシ ワウ, ミズ ナラ , 
ウリ ハダカ エ デ な ど を 含む 落葉 広葉 樹林 (冷温 帯 林 ) の 林 床 お よび 林 縁 に ヤ ネ フ キザ サ (チマ キザ サ の 
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Fig.1. Habitat of Neope niphonica Butler on the soma of Mt. Sambe (890-950 m in 
altitude). 

Fig. 2. A tree of Quercus acutissima (Fagaceae) which the summer form adults visit 
to sip juice. 


一 型 ) Sasa palmata (Bean) Nakai の 群落 が 発達 し , 本 種 は この ササ 群落 に 発生 し て いる も の と み ら れ 
る (Fig.1). し か し , 卵 ・ 幼 虫 な ど は 未 発見 で あり , 今後 の 食 草 の 確認 が 必要 で ある . 成虫 は 林間 また 
は 林 辺 の 陽 地 で 活動 し , 林 床 に は ほとん と 見 られ な い . 

島根 県 松江 市 南部 の 忌部 高原 (標高 300-360 m) に は ュ ナ ラ を 主 と す る 落葉 広葉 樹 か ら な る 二 次 林 が 
よく 繁茂 し , その 樹林 が 本 種 の 生息 地 と な っ て いる が , こと に は ササ 属 Sasa の 植物 は 見 られ ず , oR 
は メダ ケ 属 の ネ ザ サ Pleioblastus chino (Franch. et Savat.) Makino な ど を 食べ て いる 可能 性 が ある . 








2. 成虫 出現 期 と 生活 喝 
三瓶 外輪 山 で は 通常 年 2 回 発生 し , 春 型 は 5 月 下旬 か ら 羽 化 を 始め , 6 月 上 旬 ご ろか 羽化 の 全盛 期 と な 
る . 成虫 は と き に 7 月 上 旬 ま で 生存 する こと が ある (淀江 , 1978). し か し , 同 地 の 環境 条件 か ら み て , 
神奈 川 , 静岡 県 境 の 箱根 外輪 山 の 場合 の よう に , 冷涼 な 年 に は 一 部 が 年 1 回 発生 に と ど ま る 可能 性 が あ 
2. 夏 型 は 主として 8 月 中 旬 に 羽化 し , 9 月 中 旬 ご ろ ま で 生存 する . 

サト キマ ダラ ヒ カ ゲ と の 種 癌 関係 に つい て は 詳し く 調 査 さ きれ て いな い が , この 種 は 三瓶 外輪 山 で は 本 
種 よ り も は る か に 少な いら し く , 採集 され た 個体 は どく 少な い . 1991 年 の 3 回 の 調査 に お ける ヤマ ・ サ 
ト 両 種 の 無 作為 に ょ る 採集 比率 は , 6 月 1 日 に 39:0, 6 月 8 日 に 14:2, 8 月 24 日 に 28 : 1 で あっ た . 8 
月 24 日 に 淀江 が 採集 し た サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 1 千夏 型 で あり , この 個体 が 同 地 で 羽化 し た も の と す 
れ ば , 同種 が 三瓶 外輪 山 に お いて 年 2 回 発生 し て いる こと を 意味 する . し か し , 一 般 に 多く の 発育 日 数 
を 要する サト キマ ダラ ヒ カ ゲ が 同 地 で 年 1 回 発生 し , 原則 と し て 春 型 の み が 羽 化す る 場合 が ある こと も 
予想 され , これ に つい て は 今後 7 月 中 下旬 の 調査 が 必要 で ある . 

三瓶 外輪 山 よ りゃ 低 標 高 の 位 置 に ある 松江 市 忌部 高原 (標高 300-360 m) で は , 本 種 の 春 型 の 羽化 全 
盛 期 は 三瓶 外輪 山 よ りゃ 約 2 週間 早く , 5 月 中 旬 項 と な る . 夏 型 の 羽化 期 $ も いく ら か 早まり , 8 月 上 中 
旬 ご ろ と な る . この 時 期 に は サト キマ ダラ ヒ カ ゲ と 混 飛 する が , 本 種 の 方 が いく ら か 遅れ て 羽化 する 傾 
向 が 見 られ る *,. ちなみに, 1989 年 8 月 17 日 に 本 種 13 Z 5 $, サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 11 1 9 (hic Z 
< の 雌雄 を 目撃 ) を 採集 し た が , 前 者 は その ほとん とか 新鮮 な 個体 で あっ た に も か か わら ず , 後者 は い 
ずれ も や や 汚損 し た 個体 で あっ た . な お , 1989 年 は 両 種 の 夏 型 の 羽化 期 が 例年 より 約 1 週間 遅れ た 年 で 
あっ た こと を 付記 する . 

三瓶 外輪 山 で は , 春 型 羽化 か ら 夏 型 羽化 まで に 要する 期間 は 約 80 AC, 他 の 産地 に 比較 し て 短い 傾 
向 が 見 られ る . 松江 市 の 忌部 高原 , 静岡 県 伊豆 半島 の 達磨 山 , 鹿児島 県 霧島 山 の 栗 野 岳 な ど で は 約 90 R, 
夏 型 と な る 疲 の 夏 休 眠 が 知ら れる 千葉 県 房総 半島 で は 約 120 日 を 要する . 以上 は 野外 観察 と 採集 され た 
標本 の 新鮮 度 な どか ら の 推定 に こと による お お ま か な 日 数 で ある が , 今後 成虫 の 新鮮 度 の 定量 化 に 基づく 採集 



































* 同 地 で は 本 種 の 夏 型 と し て 羽化 する 遇 が 弱い 夏 休 有 眠 を する 可能 人 性 が ある . 
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Fig.3. Life cycle of Neope niphonica Butler. (A) Mt. Sambe, Shimane Pref.: (B) Mt. 
Kurino, Kagoshima Pref.: (C) Mt. Daruma, Shizuoka Pref.; (D) B6s6 Penin- 
sula, Chiba Pref.: (E) Ikawa-tége, South. Jap. Alps, Shizuoka Pref. 


個体 数 の 比較 に と よって, より 正確 な 表示 を する こと と が 必要 で ある . 

いずれ に し て も を も, 三瓶 外輪 山 に お いて , 春 型 羽化 か ら 夏 型 羽化 まで の 期間 が 短い こと は , と くに 同 地 
の 温度 条件 が 幼生 期 の 発育 速度 を 高め る の に 適し て いる こと と を 意味 する . 温度 が 低 す ぎれ ば 年 1 回 発生 
と な る し , ERKETEHITMORBMRLOXHOL, 発育 期間 が 延長 され る こと に な る で あろ う . この 
ほか に , 食 草 が 幼虫 の 発育 に 適し て いる こと も , 発育 期間 を 短縮 する 一 つの 要因 と な る と 思う . これ ま 
で に 得 ら れ た 生態 的 デー タ か ら 推 定 さ れる 三瓶 外輪山 に お ける 本 種 の 生活 史 は Fig.3 の と お り で あ 
る . 

な お , 織田 (1984) は , 岡山 県 下 に お いて 標高 700-1100 m の 範囲 で 6 月 下旬 か ら 7 月 下旬 に か け て 
採集 され た 多数 の 記録 を あげ て お り , 岡山 県 中 北部 の 山岳 地帯 で は 年 1 回 発生 地帯 が か ある こと を 示唆 し 
て いる . 








3. 成虫 の 食物 

1991 年 6 月 1 日 の 筆者 ら に よる 観察 に よれ ば , 三瓶 外輪 山 の 太平 山 付 近 の 尾根 で , 折 か ら 満 開 の アキ グ 
š Elaeagnus umbellata Thunb. (グミ 科 ) の 花 (白色 ) に 飛来 し て 吸 密 する 個体 が 多く , 計 5 〆 以 上 
OR BB Khe AB Lic, また 1 の 1 キキ が タニ ウッ ツ ッ ギ Weigela hortensis (Sieb. et Zucc.) Koch の 花 CR 
紅色 ) で 吸 蜜 す る の を 目撃 し た が , これ ら の 個体 は 深い 花 に 頭 部 を 突 込 み , 品物 を 延ばし て 吸 蜜 し て い 
る も の で あっ た . この 尾根 に は この 時 期 に 適当 な 樹液 が ほとん ど 見 当たら な いと と か ら , 春 型 成虫 の 主 
要 な 食物 は アキ グミ の 花蜜 と 推定 され る . 春 型 成虫 と アキ グミ の 花 と の 強い 結び つき は , 三瓶 外輪山 に 
生息 する ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 生態 的 特徴 の 一 つと いえ る で あろ う . な お , AH, この 尾根 か ら 少 し 外 
れ た スキ ー 場 上 縁 の クヌギ (Fig.2) に 飛来 し て その 樹液 を 吸う 1 そ を 観察 し て いる . 
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三瓶 外輪山 に お ける 夏 型 の 主要 な 食物 は クヌギ の 樹液 で あり , 多く の 個体 が 集まっ て 吸 汁 す る の が 見 
られ る . 松江 市 忌部 高原 で は ュ コナ ラ の 樹液 で 吸 密 する 個体 が 多く , すく な く と も 同 地 で は 夏 型 成虫 の 主 
要 な 食物 は コナ ラ の 樹液 と 考え られ る . 





4. 日 周 活動 
三瓶 外輪 山 (標高 890-950 m) に お ける 1991 年 6 月 1 日 (晴れ た り 曇 っ た り ) の 観察 に よれ ば , 春 型 成 
虫 は すでに 10 時 ご ろ 活 動 し て いる も の が 見 られ た が , 正午 を 過ぎ る と さら に 活発 に た なり, 日 周 活動 の 
ビ ピーク は どちら か と いう と 午後 に ある よう に 思わ れ た . た だ し , 午後 に 晴れ 問 が 広がる 傾向 が 見 られ た 
こと か ら , 天候 の 状況 を 考慮 する 必要 が ある か も し れ な い . 午後 2 時 30 分 を 過ぎ る と 活動 し て いる 個 
体 が 減少 し た こと か ら , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 春 型 の よう に 活動 の ピー ク が 午後 3 時 以後 と な る “た そ 
か が れ 飛 翔 型 " で は な いと 考え られ る . いずれ に し て も る , 今後 の 数 量 的 な 調査 を 必要 と する . 

同日 の 観察 で は , 成虫 の 活動 は 日 照 に 左右 され , 日 が 射す と 活発 に 飛び まわ る が , 日 が か げ る と 活動 
を 停止 する 傾向 が 見 られ た . これ は 本 州 中 部 の 同 標高 の 生息 地 と 共通 し た 現象 で ある . な お , 同日 の 午 
後 3 時 ご ろ , ヤ ネ フ キザ サ の 葉 上 に 超 を 閉じ た まま , 体 を 傾け て 日 光 浴 を する 1 の を 観察 し て お り , こ 
の 習性 は 同 地 に 生息 する 本 種 の 春 型 が 陽光 を 好む こと を 示唆 し て いる (Fig. 4). 








Fig.4. A sunbathing male of Neope ni- 
phonica Butler (spring form) on the 
soma of Mt. Sambe (June 1, 1991). 





飛び 方 は , 同じ し 春 型 で る, 同一 の 天候 条件 で 比較 し た 場合 , 房総 半島 , FEB, 屋久 島 産 ほど 敏速 で 
は な く , どちら か と いえ ば ゆる や か で あり , の は 地上 1-3 m の よく 日 の 当たる 林 縁 の 枝 先 や ヤ ネ フ キザ 
サ の 葉 上 な ど に よく と まり , な わ ば り 行 動 (占有 行動 ) を 示す が , 静止 場所 は 必ず し ゃ 一 定 し て いな い . 

三瓶 外 輸 山 に は , 同じ 時 期 に ヒメ キマ ダラ ヒ カ ゲ Harima callipteris Butler が 見 られ る が , この 種 は 
本 種 と 異な り , AROMAS ON, 2 種 間 に い くら か の 空間 的 すみ わけ が 認め られ る . 

同 地域 に お ける 夏 型 の 日 周 活動 は 春 型 と 大 差 な い が , 飛び 方 は 春 型 よ り も ふい くら か ゆる や か で あり , 
これ も 本 州 中 部 な どの 場合 と 同様 で ある . し か し , 夏 型 の 日 周 活動 は 低地 帯 で は これ と 異な り , 1989 年 
8 月 17 日 (晴天 ) の 松江 市 忌部 高原 (標高 300-360 m) に お ける 観察 に よれ ば , 夏 型 成虫 は ,。 サト キマ 
ダラ ヒ カ ゲ の 夏 型 の よう 人 日 中 樹林 内 の 下 生 を な ど に 静止 し て いて ほとん と 活動 せ ず , 人 の 気配 を 感じ 
で 飛び た つと , ご く 近 距離 を 飛ん で 付近 の 樹幹 の 地上 50 cm 以下 の 位置 に 上 向き に 静止 する の が 見 ら 
hic, し か し , 午後 3 時 以後 に な る と 活発 となり, 午後 5-6 時 ご ろ 林 緑 に 現れ , 夕日 を 浴び て な わ ば り 
行動 を 示す 個体 を いく つか 観察 し た . この よう な 行動 様式 は 房総 半島 産 の 夏 型 に も 見 られ , いずれ も 夏 
の 高温 に 適応 し た 結果 生じ た も の と 推定 する . 








II. 成虫 の 地理 的 変異 


1. 材料 と 方 法 
他 産 地 の も の と 地理 的 変異 の 特徴 を 比較 する た め に 用 いた 材料 は つぎ の と お り で ある . 
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BHA (n=73): 20 Z, 三瓶 山 ( 太 平山 ), 7. VI.1981, 淀江 ( 採 ) , 3 の , =H GRE, 11. VL 
1988, 淀江 - GR); 38 の , 三瓶 山 (太平 山 ), 1. VI.1991, 高橋 ・ 淀 江 ( 採 ) 122, 三瓶 山 (太平 
山 ), 8. VI.1991, 淀江 G. 

春 型 T (n ニ 11) : 79%, =H KEU), 7. VI.1981, 淀江 ( 採 ): 19, 三瓶 山 GEM), 11. VI. 
1988, 淀江 ( 採 ): 1 $, 三瓶 山 (太平 山 ), 1. VI. 199, 高橋 ( 採 ), 2 $, 三瓶 山 ( 室 の 内 ), 8. VI. 
1991, 淀江 GR). 

夏 型 の (n=47): 227, ZL (太平 山 ), 16. VIII. 1981, 淀江 ( 採 ): 1 の , 三瓶 山 ( ス キー 場 上 ), 
17. VIII.1989, 高橋 ( 採 ): 17, 三瓶 山 ( 池 の 原 ), 10. VII. 1991, 淀江 ( 採 ) 23 2, 三瓶 山 ( 太 
平山 ), 24. VIII. 1991, 淀江 GX), 

夏 型 (nm ニ 13) : 19, 忌部 高原 , 11. VII. 1981, 淀江 ( 採 ), 5 2, 忌部 高原 , 17. VII. 1989, 高橋 ・ 
淀江 GK); 1 そ , 忌部 高原 , 4. VIL 1991, WI G$); 1 9, SRL Cho), 9. VIII. 1991, % 
I GK); 5 そ , 三瓶 山 (太平 山 ), 24. VIIL 1991, 淀江 GR), 

夏 型 そ に つい て は , 材料 が 少な いた め , 大 田 市 三瓶 山 産 と 松江 市 忌部 高原 産 を 合わ せ て 用 いた が , 他 

は 三瓶 山 産 の み を 用 いた . 

標本 の 計測 は , 高橋 ・ 青 山 (1981), 高橋 (19902, b) な どの 方 法 に よっ て 行い , それ ぞ れ の 形質 に 関 
する 計測 値 と 指数 は Table 1 に 示し た と お り で ある . Ek, 一 部 の 個体 に つい て は すべ て の 部 位 を 計測 
し て いな いた め , すべ て の 形質 に つい て n の 数 が 一 定 し て いな いこ と を 付記 する . 計測 に は ノギス を 用 
い , 平均 値 と 誤差 範囲 (標準 偏差 メ <2/ ソ 個体 数 ) を 示し た . な お , 有意 差 検定 は , [BS] と [YS] は z? 
検定 , 他 は t 検 定 こ より 行っ た . 





2. 季節 型 ・ 性 別に よる 特徴 


A. 春 型 み 
① AAR CFL) は 33.740.33mm (n=73) T, 本 種 の 春 型 カ ア と し て は ほほ 標 準 的 な 値 を 示す (Fig. 
5). 


© AS lb 室 末端 か ら 贅 端 まで の 長 さ / 前 凌 長 (%), 〔a/FL〕 は 63.6 土 0.43 =46), ABH 1b HR 
の 長 さ / 前 次 長 (%), 〔b/FL〕 は 70.5 土 0.50 (n=46) T, 相対 的 に 前 者 が 高く , 後者 が 低い 値 を 示し , 
前 次 の 次 形 は 房総 半島 産 の よう に 縦長 と な り , 次 形 は いく ら か 細長 く な る 傾向 が ある . 

③ MAF 2 室 黄 褐 色 斑 の 全長 / 前 次 長 (%), Cc/FL) は 24.3 土 0.48 n=46) で ほほ 標準 の 値 を 示し , 
前 次 表面 亜 外 縁 に 並ぶ 黄 褐 色 斑 の 発達 は 中 程度 で ある . この 斑紋 の 色調 は 明る <, 伊豆 天城 山 産 の よ 
うに 暗く な ら な い (Figs. 9, 17). 前 次 第 1 b 脈 上 の 黄 褐色 条 の 長 さ / 前 次 長 (%), 〔d/FL] は 52.9 
0.58 (n=46) で や や 低い が 黄 褐 色 条 は や や 太い . 前 次 表面 中 室 端 の 黄 褐 色 鱗 は や や 発達 し, 9.9 (n= 
73) を 示す . 以上 の 事実 か ら , 前 次 表面 の 色調 の 明る さ は ほほ 中 程度 と いえ よう 5. 

④ 前 次 第 1b 室 の 黄 褐 色 斑 中 に 黒 斑 が 現れ る 個体 の 割合 (%) を 示す CBS) は 10.6 n=71) で きわ 
め て 低く , これ は 三瓶 山 産 春 型 カ の の も つ お も な 特徴 の 一 つと な っ て いる (Fig. 8), 

⑤ 後期 第 3 室 黄 褐色 斑 ほ の 占 線上 の 長 さ / 前 次 長 (%), 〔f/FL] は 22.6 エ 0.50 (n=46), また その 斑紋 
外側 の 黒色 の 縁 ど り の 幅 の 狭 き (%) を 示す [(f/e) は 75.8 土 1.72 n=46) G, と も る に 中 程度 の 値 を 
示し , 後 超 表 面 の 黄 褐 色 斑 の 発達 は 。 ほぼ 中 程度 と いえ よう . ただし, M/A の 値 は 個体 変異 が 大 き 
<, Gere SG WAT: 

© 後 頑 裏面 第 2 SRKMORE/ MMR (0%), (g/FLJ は 12.0 土 0.33 n=73) で , その 眼 状 紋 周囲 の 
黄 褐 色 環 の 狭 さ (%) を 示す 〔h/g〕 は 67.9 土 0.60 (n=73) T, 前 者 は ほぼ 標準 の 値 を 示し て いる が 
(Fig. 6), 後者 は や や 低く , 上 記 の 黄 初 色 環 が や や 厚い 傾向 が 見 られ る . 

⑦ 裏面 の 暗 化 を 示す 黒 化 指数 (0-18), (MD は 9.8 土 0.52 n=73) で きわ め て 低い 値 を 示し , 佐渡 島 
FED 10.3 土 0.69 (n=15) £ と と も (両者 の 間 に 統 計 的 有意 差 な た し, P<0.05), 春 型 カ と し て の 裏面 の 
色調 は お そら く 全 国 で も っ と も 明る いも の と いえ る で あろ 2 う (Fig.7). 

B. ## $ 

計測 個体 数 が 少な い の で , 今後 扱う 材料 が 増え る こと に よ ょ より 数 値 に 多少 の 変動 が ある も の と 予想 され 
る . 

① Fis CFL) は 35.8 土 1.51 mm (=11) T, 年 2 回 発生 地帯 の 春 型 キ と し て は か な り 大 き な 値 を 
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31 32 33 34 35 36 37 38 


Boso Peninsula (Chiba) 30.5 +0.34 (n=62) 


ーー 








Yaku Island (Kagoshima) 
Boso Peninsula (Chiba) 

Mt. Tsukuba (Ibaraki) 
Mt. Daruma (Shizuoka) 


South. Jap. Alps (Shizuoka etc.) 


Summer form (male) 


Mt. Sambe (shimane) 








*univoltine 


Fig.5. Forewing length (mm) 


Locality (Prefecture) 


Boso Peninsula (Chiba) 


[ 


z 
§ | South. Jap. Alps (Shizuoka etc.) 
g Mt. Daruma (Shizuoka) 

° 

= | Mt. Sambe (Shimane) 

a 

A 

H 

e. 


Sado Island (Niigata)* 


Ea 


Yaku Island (Kagoshima)* 


r k t 


10 


makan 32.2 土 0.28 (n=79) 
mm 33.4+0.39 (n=15) 
=m 33.7 + 0.33 (n=73) 
=m 33.7 土 0.33 (n=126) 
mam 34.9 + 0.19 (n=181) 
mamaka 3|.5+0.59 (n=9) 
mm 32.3 +0.16 (n=95) 
mamana うう .2 土 0.45 (n=16) 
mim 33.7 土 0.21 (n=95) 


=m 35.2+0.34 (n=71) 
に 


36.7 +0.24 (n=47) 
i 





of Neope niphonica Butler, male. (FL) (M+2SD//n) 








11 12 13 14 15 16 17 18 
T ray | T q 
=m 10.7+0,24 (n=58) 








Boso Peninsula (Chiba) 
Mt. Sambe (shimane) 


Mt. Daruma (Shizuoka) 





South. Jap. Alps (Shizuoka etc.) 


Mt. Kirishima (Kagoshima) 


Summer form (male) 


Yaku Island (Kagoshima) 


mam ll.5+0.26 (n=126) 
wee 11.8 +0.30 (n=79) 
mk 12.0 +0.33 (n=73) 
me 13.3 + 0.76 (n=15) 
mms 13.8 +0.31 (n=50) 
mm 14,540.24 (n=95) 
moms 14 6 + 0.60 (n=46) 


mms 15.4 40.30 (n=95) 
15.840.31 (n=7 1 ) mm 


16.2 +40.43 (n=34 ) mmmn 
16.8£0.86 (n=7) sme, 
4 L 1 


L pale l _ 1 





xunivoltine 


Fig. 6. Outside diameter of eyespot in space 2 of hindwing underside/FL (%) of Neope 


niphonica Butler, male. 


(g/FL) (M+2SD//n J 


示し て いる が , 個体 変異 が 大 きく , RADAR 39.1 mm に 達し て いる . 
© (a/FL) は 60.1 土 0.70 (n=11) で 低く , また 【〔【b/FL〕 が 76.240.86 =11) で や や 高い 値 を 示し 
て いる こと と か ら , 計測 し た 材料 に 関す る か ぎり , 〆 と は 反対 に 前 次 の 次 形 は や や 横長 の 特徴 を 示す . 
③ (c/FLJ は 25.4 エ 0.67 (n= ニ 11) で や や 低く , 前 次 亜 外縁 の 黄 褐色 斑 が あま り 発 達し な いこ と を 示す 


が , 前 次 第 1b 脈 上 の 黄 褐 色 条 の 発達 


対 の 傾向 を 表し て いる . また 前 次 中 室 


を 示す (d/FLJ) は 58.3 土 1.53 (n=11) で や や や 高く, これ と 反 
Vit OD AB RO HEART CYS) は 18.2 (n ニ 11) THH F と 


し て は 中 程度 . 以上 三 つ の 特徴 は , 三瓶 山 産 春 型 そ の 次 表 の 色調 の 明る さ は , 本 種 の 春 型 キ と し て は 


ほほ 中 程度 で ある こと を 示す . 


@ (BS) は 59.1 =11) で 春 型 と し て は か な り 高 く , の と 反対 の 傾向 が 見 られ る が , さら に 多く の 


個体 の 調査 が 必要 で ある . 
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Locality (Prefecture) j 4 5 6 7 8 9 10 lH 12 138 Mj 15 16 V 
T T + T = T T T T Y T oe 1 
_ | Mt. Sambe (Shimane) に ーー ュー 3.9+0.60 (n=47) | 
いり 
E Boso Peninsula (Chiba) に ーー 4.2+0.30 (n=96) 
p Mt. Tsukuba (Ibaraki) mus 3.8 +0.91 (n=16) 
° 
“ | South. Jap. Alps (Shizuoka etc.) 9.5+0.56 (n=71 
i p p c に = n=71) 
g 
i Mt. Daruma (Shizuoka) に 11.3+0.4 】 (n=94 ) 
°? | Kirishima (Kagoshima) mamam |.6+0.61 (n=34) 
~| Mt. Sambe (Shimane) wane 9.8 $0.52 (n=73) 
Q 
y Sado Island (Niigata)* rn 10.3+0.69 (n=15) 
B | Boso Peninsula (Chiba) mom 12.6 土 0.54 (n=60) 
fo} 
= | Hidak š : ido)* .8 +0.56 (n=56 
h idaka Mts. etc. Hokkaido) 13.8 +0.56 (n=56) ーー 
E . 
“| Yaku Island (Kagoshima)* 14.340.29 (n=50) umkm 
a 
V | Mt. Daruma (Shizuoka) 16.5 ょ 0.25 (n=79) mim 
L | A 1 1 i 1 M ies J 
kunivoltine 9 10 11 12 13 14 15 16 17 
Fig. 7. Melanization Index (0-18) of wing underside of Neope niphonica Butler, male. 
(MI) (M+2SD/ n) 
Localit Prefecture 
y ( ) 0 20 40 60 80 
Mt. Sambe (shimane) | | 10.6 (N=71) 
Mt. Fuji (Yamanashi etc.)* | | 12.2 (n=49) 
Mt. Hakone (Kanagawa) | | 12.5 (n=41) 


South. Jap. Alps (Shizuoka etc.)| | 19.0 (n=124 ) 

Sado Island (Niigata)* | ss 21.9 (n=16) 

Boso Peninsula (Chiba) | | 25.4 (n=59) 

Mt. Daruma (Shizuoka) P| 27.2 (n=79) 

Mt. Kirishima (Kagoshima) Se 46.2 (n=13) 

Yaku Island (Kagoshima)* B a ee et 69.6 (n=50) 


*univoltine 


Fig. 8. Number of individuals bearing black spot in ochreous patch in space 1b of 
forewing upperside (%), Neope niphonica Butler, spring form male. (BS) 


© (f/FL) は 22.7+0.89 mM=11, (f/e) は 75.4 土 1.50 (nm ニ 11) で と も に 低く , SBRHOCHWRE 
刑 そ と し て は や や 暗い . ただし, EA は 個体 に よる 変動 が 大 きく 不安 定 で ある . 

⑥ (g/FL) は 11.7 エ 0.57 (n=1)D, (h/g) は 64.5 土 1.59 (n=11) で と も に 低く , 後期 裏面 の 眼 状 紋 は 
や や や 小さく, また その 黄 褐 色 環 が 厚い こと を 意味 する . 

D 黒 化 指数 (MD は 10.0 土 1.26 (n=11) T, 春 型 と し て は きわ め て 低い 値 を 示し , 裏面 の 色調 が 
明る く , と 同様 の 傾向 を 示し て いる ., 裏面 の 色調 が 明る いこ と で 知ら れる 房総 半島 産 春 型 の 
12.2 土 0.68 (n=35) と の 間 に は 統計 的 有意 差 CP<0.01) が ある . 
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C. BMF 

① WE CFL) は 36.740.24 M=47) で きわ め て 大 き な 値 を 示し , お そら く 夏 型 の と し て は 日 本 で 
最大 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ と いえ る で あろ う . 筆 者 ら が 調査 し た 範囲 で は これ に 次 ぐも の が 南ア ルプ 
ス 産 の 35.2+0.34 =71) で , 両者 の 間 に は 統計 的 有意 差 (P く 0.01) が ある (Fig.5). 

© (a/FLJ は 65.340.68 m=33) で や や 高く , 〔b/FL〕 が 68.1 土 0.50 n=33) で きわ め て 低い . こ 
れ ら の 値 は 前 次 の 次 形 が 縦長 で , し か も 細長 い 形 を し て いる こと を 示す . 

③ 〔c/FL] は 21.9+0.76 n=33) で 低く , 静岡 県 伊豆 半島 の 天城 山 産 夏 型 の の 21.9 土 0.63 (nm33) CR 
発表 ) と 同 程度 . 〔d/FL〕 も 49.4 土 0.68 n=33) で 低い が , 次 脈 上 の 黄 褐 色 条 は 必ず し ゃ 細く な ら な 
O, CYS) は 7.2 (n ニ 47) で 夏 型 パカ と し て は や や 高い . 前 次 表 面 の 色調 は や や 暗い が , 伊豆 半島 産 の 
も の ほど 暗く な ら な い (Figs. 13,19. 

④ (BS) は 12.0 (n=46) で 低く , 茨城 県 筑波 山 産 夏 型 パ の 9.4 (n=16) に 次 ぐ 低 い 値 を 示す . 

© (f/FL) は 20.8+0.77 (n=33), [f/e〕 は 69.9 土 1.70 (n=33) で と も に や や 低く , これ ら の 数 値 は 
後 次 亜 外縁 の 黄 褐 色 斑 が あま り 発 達し て いな いこ と を 意味 する . 

© (g/FL) は 14.6 土 0.40 (n=46) G, 房総 半島 産 と 同様 , 後 次 裏面 の 眼 状 紋 が 相対 的 に 小さ いこ と を 
意味 する (Fig.6). (h/g) は 66.141.50 m=46) T, 有 眼 状 紋 周囲 の 黄 褐 色 環 が か な り 厚 いこ と を 示 
し て いる が , 個体 に より か な り の 変動 が か ある . 

© 黒 化 指 数 (MD は 3.9+0.60 (n=47) T, 房総 半島 産 の 4.2 土 0.30 =96) (高橋 , 19905) と と も 
に 裏面 の 色調 が きわ め て 明る いこ と と を 示す (両者 の 間 に 統 計 的 有意 差 な し , P<0.05) (Fig. 7). 

D. BAUS 
三瓶 山 産 の 個体 数 が 少な い の で 松江 市 忌部 高原 産 の 材料 を 加え て 計測 し た . 今後 多く の 材料 を 集め , 

両者 を 別々 に と り 扱 う 必 要 が ある . 

① MAE CFL) は 38.4 土 0.90 M=13) で きわ め て 大 型 . 中 に は 前 次 長 40.9 mm に も 達する も の が あ 
る . RZD BRREOBM SOMMER, 本 種 の 性 別 お よび 季節 型 を つう じ て 最 大 の も の で あろ 2 う . 

© [〔a/FL〕 は 63.5+1.22 (n=13) で や や 高く , (b/FLJ) は 74.040.97 (n=13) で 低い 値 を 示す . 前 
次 の 次 形 は や や 縦長 で ある が , 告 と し て は いく ら か 幅 の 狭い 次 形 を 表し て いる . 

®© (c/FL) は 23.8+1.00 (n=13), (d/FLJ は 52.6£1.76 (n=13) T, と も に 中 程度 の 値 を 示し , 前 
WRHO RA (明る さ ) は ほほ 標準 的 で ある . また , 前 次 中 室 端 の 黄 褐 色 鱗 の 発達 を 示す CYS) (0- 
20) 2817.0 (n=13) と いう 高い 値 を 示す こと は , その 部 分 の 色調 の み が と くに 明る いこ と を 意味 す 








る . 
④ 前 次 表面 第 1 b 室 の 黒 斑 出 現 率 を 示す (BS) は 34.6 (n=13) T, キ と し て は 低い 値 と な り , BH 
の と 共通 し て いる . 


®© (f/FL) は 21.3 土 0.88 (n=13), (f/e) は 71.8 土 2.34 M=13) で いずれ も 低く , Z zF] 432 
面 の 黄 褐 色 斑 は あま り 発 達せ ず , 後 頑 表 面 の 色調 は 全体 と し て や や 暗い 印象 を 与え そる. た だ し , 後者 
は 個体 変異 が 大 きく , さら に 多く の 材料 に よる 検討 が 必要 で ある . 

© (g/FL] は 14.6 土 0.89 n=13) T, 夏 型 の の 場合 と 同様 低く , 後期 裏面 の 眼 状 紋 が 相対 的 に 小さ い 
こと を 意味 し , (h/g) が 64.2 圭 2.02 mM=13) と 低い こと と は , その 黄 褐 色 環 に や や 厚 味 が ある こと を 意 
味 する . 

D 黒 化 指数 (MD は 4.3 土 0.95 =13) で , 房総 半島 産 の 3.7 エ 0.38 m=22) と 同様 , 裏面 の 色調 が 
きわ め て 明る いこ と を 意味 する (両者 の 間 に 統 計 的 有意 差 な し , P<0.05). 


3. 全体 的 な 特徴 

以上 の 季節 型 ・ 性 別に よる 特徴 か ら 三瓶 山 (一 部 その 周辺 地域 を 含む ) 産 個体 群 の 全体 的 な 特徴 を ま と 

め る と つぎ の よう に な る , 

D 夏 型 の 前 期 長 が 雌雄 を つう じ て 最 大 の 値 を 示し , 同種 の 夏 型 で は 最大 の 前 次 長 を も つ 個 体 群 と みる 
と こと が で きる , 

O 前 期 の 甚 形 は と くに の に お いて 縦長 で や や 細長 く な る 傾向 を 示す . 

@ 前 後 凌 を つう じ て 送 表 の 黄 褐 色 斑 や 黄 褐色 条 が あま り 発 達し な た な いため, 色調 が いく ら か 暗く な る 傾 
向 が ある が , と くに 夏 型 で は 前 次 中 室 端 の 黄 褐色 鱗 が 発 達 し , その 部 分 の 色調 が 明る く な る . 
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Figs. 9-16. Neope niphonica Butler from Mt. Sambe, Shimane Pref. 9-12, spring 
form; 13-16, summer form; odd numbers, upperside : even numbers, under- 
side ; 9-10, male, June 1, 1991, K. Yodoe leg. (FL 33.0 mm, MI 10), 11-12, female, 
June 1, 1991, M. Takahashi leg. (FL 34.0 mm, MI 12); 13-14, male, Aug. 24, 1991, 
K. Yodoe leg. (FL 37.7 mm, MI 3); 15-16, female, Aug. 24, 1991, K. Yodoe leg. 
(FL 40.9 mm, MI 3). 

Figs. 17-20. Neope niphonica Butler from Izu Peninsula, Shizuoka Pref., male. 17- 
18, spring form; Mt. Amagi, June 17, 1990, M. Takahashi leg. (FL 34.8 mm, MI 
16); 19-20, summer form, Kazahaya-toge, Aug. 26, 1991, M. Takahashi leg. (FL 
33.7mm, MI 13); Odd numbers, upperside ; even numbers, underside. 


D と くに で は 前 次 表面 第 1 b 室 の 黒 斑 出 現 率 が 低い . 
© 後 次 裏面 の 眼 状 紋 は 夏 型 で 相対 的 に 小さ く , その 黄 褐 色 環 は 全体 を つろ うろ じ て や や 厚い . 
© 全般 に 裏面 の 色調 は きわ め て 明る く , 春 型 ・ 夏 型 を つう じ て 日 本 で も っ と $ ゃ 裏面 の 明る い ヤ マキ マ 
ダラ ヒ カ ゲ と いる を よう. 
以上 た に あげ た 特徴 の 中 で , 本 個体 群 の も つ 重 要 な も の は ①, © ©, @ で あり , 中 で も ① と ⑥ は 
と くに きわ だ っ た 特徴 と いえ よう . 
な お , 生態 的 な 特徴 と し て つぎ の 二 つ が あげ られ る . 
① 春 型 の 訪 花 性 が 強い こと . 
© 春 型 羽化 期 か ら 夏 型 羽 化 期 ま で の 期間 が 短い こと . 


HI. 地理 的 変異 の 位置 づけ 
島根 県 大 田 市 三瓶 山 産 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は , すく な く と ゃ 成虫 の 形態 や 斑紋 を 見 る 限り で は , か な 
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り 分 化 の 進ん だ も の で あり , これ ら だ け を 切り 離し て 考え る な ら ぱ ば , 屋久 島 産 な ど と 同等 の 亜 種 の 段階 
に まで 分 化し た も の と みる と こと が で きる か も 知れ な い . LOL, これ を 独立 し た 亜 種 と し て 認め る た め 
に は , 上 記 の 特徴 を も つ 個 体 群 の 中 国 地方 に お ける 分 布 範囲 と , 近畿 地方 産 個体 群 と の 隔離 の 有無 を 確 
か め る 必要 が ある . 

夏 型 プア に お いて , 三瓶 山東 北方 45 km に ある 松江 市 忌部 高原 の も の (n=35) を Table 1 に 示し た 12 
形質 に つい て 三瓶 山 の も の と 比較 し た と ころ , すべ て の 形質 に お いて 両者 の 間 に 統 計 的 有意 差 が 認め ら 
れ な か っ た こと か ら , 両者 は ほぼ 同質 の 個体 群 と みな すこ と と が で きよ ょ よう . また 少数 で は ある が , 山口 県 
E (松野 , 1972), 広島 県 産 , 鳥取 県 産 , 岡山 県 産 (織田 , 1984) な どの 標本 また は 写真 を 検討 する と, 
いずれ $ ゃ 直観 的 に 島根 県 産 の ぁ あの に きわ め て よく 似 て いる と いう 印象 を うけ る . すなわち , 中 国 地方 の 
これ ら の 産地 の 個体 は いずれ も 多く の 共通 し た 特徴 を も っ て いる 可能 性 が 大 きい . 

一 方 , 中 国 地方 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ に つい て は , 幼生 期 や 生活 史 を 含む 生態 的 分 野 に も 多く の 不明 
な 部 分 が 残さ れ て いる . 地理 的 変異 の ゎ ゃ つ 生 物 学 的 な 意義 を 正しく 理解 すみ ため に は , 形態 の みな ら ず , 
この よう な 機能 的 な 面 に も 注目 する 必要 が ある . 三瓶 山 産 の 春 型 個体 群 が 強い 訪 花 性 を も つこ と は , Æ 
態 的 特徴 と し て 特筆 する 価値 が ある だ ろう . 

また 隔離 に つい て は , ここ で は 地理 的 に みて 加古 川 と 由良 川 と を 結ぶ 線 あ た り に 境界 が ある と 推定 し 
<, 三瓶 山 産 を 含む 中 国 地方 産 個体 群 を , 佐渡 島 産 * 霧島 山 産 と と も に , と りあ え ず 準 亜 種 (また は 
小 亜 種 ) minor subspecies (高橋 , 19905) と し て 位置 づけ , 集団 の 範囲 と 隔離 の 実体 に つい て は 今後 
の 研究 に 侯 つ こと に し た い . 

これ より も 軽微 な 変異 を 示す も の は 準々 亜 種 ( ま た は 微小 亜 種 )micro subspecies T, 現在 の と ころ , 
サハ リン , 南 千島 , 茨城 県 筑波 山 , 伊豆 半島 達 摩 山 お よび 天城 山 , 鹿児島 県 紫 尾 山 な どの も の が これ に 
当たる (高橋 , 1990 の . Hit, 準 亜 種 , 準々 亜 種 は それ ぞ れ 分 化し た 年 代 を 代表 し て いる と いえ よう . 
筆者 ら は すく な く と も ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 場合 , 原則 と し て Wiirm 氷 期 直前 の Riss-Wirm 間 氷 期 
以前 に 隔離 され て 分 化し , 独立 種 に いた っ て いな いも ゃ も の を 亜 種 と 考え て いる . これ を 前 提 と し て 考え れ 
ば , 準 亜 種 の 分 化 は Witrm 氷 期 中 の 亜 問 氷 期 , 準々 亜 種 の 分 化 は Würm 氷 期 の 過ぎ 去っ た あと の 後 水 
期 と いう と と に な る . 

いずれ に し て も , 今後 地理 的 変異 を 形態 ・ 斑 紋 上 の 特徴 の ほか , 分 布 ・ 生 態 を 含め て , 構造 的 ・ 歴 史 
的 に 理解 する こと が 必要 に な る と 思 
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* これ ら の 3 BBE > b, 今後 の 研究 に より 亜 種 と し て 扱わ れる 可能 人 性 が も っ と も 大 きい も の で ある . 
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Summary 


1. Habitat, adult behaviour and morphological variation of Neope niphonica Butler from Mt. 
Sambe, Shimane Prefecture were reported. 

2. This species inhabits the deciduous broad-leaf forests with the undergrowth of Sasa palmata 
(Bambusaceae) on the ridge of the soma of Mt. Sambe, 890-950 m in altitude. 

3. Territorial flight of males was observed in the sunny forestsides and forest clearings. 

4. The spring form adults mainly visit flowers of Elaeagnus umbellata (Elaeagnaceae) and the 
summer form adults sip juice of Quercus acutissima (Fagaceae). 

5. The spring form adults emerge from late May to early June, the summer form from middle to 
late August. Developmental period of the summer form generation is shorter than that of other 
local populations in Japan. 

6. Morphological characteristics of this population are as follows: 

a. Forewing length of the summer form is largest in both sexes. 

b. Forewing shape is comparatively narrow and elongated longitudinally in males. 

c. In wing upperside, ochreous patches and lines along veins are less developed. 

d. Ratio of individuals with a black spot in ochreous patch in space 1b of forewing upperside 
is low in males. 

e. In hindwing underside, size of eyespot in space 2 is comparatively small, with a thick 
ochreous ring. 

f. Wing underside is light coloured in both seasonal forms. 

7. The race of this species distributed in Chagoku Mountains including Mt. Sambe is probably one 
of the most differentiated races of the nominate subspecies Neope niphonica niphonica Butler. 

(Accepted March 23, 1992) 
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